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近年、様々なデジタル機器の発達と普及によって、臨床がより簡便に容易
になってきている。その中に、顕微鏡を使用する方法や、その視野をディス
プレイに表示するなど、視覚的な機器を用いる方法が存在する。質の高い治
療を行うにあたって、視野を拡大することや、複数人で情報を共有するこ
とは重要である。臨床を行っている間に、同時に視覚的情報を入れることは、
情報処理が増え、治療を加速し、より円滑にすることができる。

われわれは、通信用メガネ「beyond glasses」（以下 b.g.）を用いている。
これは HDMIと WiFiを用いて、ディスプレイを診療と同一視野に映し出す
ことができる。したがって、診療しながらその他の情報を確認したり、指
示をしたりすることができる。

今回、この b.g.を歯科衛生士が使用するにあたり、臨床的に用いること
ができる状況や利点欠点について報告する。
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ウェアラブルメガネを用いた歯科衛生士業務について
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